
PTA の入退会自由に関する請願書 
　PTAは、子どものために全員で奉仕するものだと思われている方が多いのですが、実は義

務ではありません。単位PTAの社会的位置づけは、【任意団体】、つまり、ただのサークルです。

戦後に、素晴らしい理念を持って創設された運動であるにもかかわらず、その運用面に於い

ては関係者の人権を無視するなどの弊害が全国的に出ております。

　具体的には、

・任意団体にもかかわらず入会に際して意志確認がなく、子どもの入学・転校と同時に自

動的に会員にさせられる問題 

・会費が、給食費等と抱き合わせで徴収される問題

・学校の PTA（単位 PTA）に入会すると、概ね自動的に市区町村・都道府県・全国単位の

PTA連合体にも所属することとなるが、どのレベルの連合体に所属しているかの明確な

周知はなく、分担金を自覚なく払っている問題

・学校の嫁、地域の嫁として、活動内容に意見を挟む余地なく奉仕させられる問題

・児童生徒を保護者の PTA加入／非加入をもって学校行事で差別的扱いをするケース

・学校が PTAに会費の寄付を要求し、領収書を発行しないケース

・図書室整備の為の人員を PTAが雇用し、自治体から PTA経由で給金を振り込むケース

・ある自治体（市）で、公立幼小中校へ PTAを介した寄付金が、平成 19年度１年間で総

額約１億 3000 万円にも上ったケース

・学校管理職の無理解により、児童生徒の立場に立った教育条件整備の提案が、封殺され

るケース

・委員・役員の選考に際し、事情のある保護者が診断書の提出を求められるなど、プライ

バシーが侵害されるケース

・ 給食費未納家庭へ PTA会員を訪問させ、未納分を代行徴収させられるケース

・役目の大変さ・トラブルなどの隠蔽 

・ストレス等で心身の健康に変調を来すケース

・くじ引き・ポイント制などにより、余裕のない保護者に役割が無理矢理押しつけられる

ケース

・Ｔ離任に際する懇親会など、直接には子どもに関わらないような活動のために、休日返

上で我が子を含めた家族を放置して、一日奉仕させられるケース

・子どもの数と引き受けなければならない役目の回数が連動するため、子どもが多いと不

利だと思わせるケース

・任期の長い P役員等により、言論が封じられるケース

・役員等の保護者が力を持ち、学校を支配するケース

・役員等の保護者が宗教活動や商業活動を持ち込むケース

・役員等の子供を教員が特別待遇し、いじめへ発展するケース

等々、枚挙に暇がありません。

　教育関係団体を名乗り、学校を活動の場とするにもかかわらず、子どもに真似されたら困

るようなことを平気で行っている PTAが多いのが現状です。その主たる原因は、強制加入・

自動加入、役員・委員割り当て、仕事量の多さ、が挙げられます。「子どもの為」と称して

PTAに巻き込まれることで、子どもが健やかに育つ基盤である家庭が、崩壊する危険すらあ

るのです。

　社会的要因として、格差、経済的・関係的貧困問題、セーフティネットの穴、ワークライ

フバランスの問題があり、人口比率の変化から男女共同参画の流れにあります。つまり、Ｐ

ＴＡに参加できる余裕のある家庭が、年々減少しているのが現状です。そして、一方で、我

が子を虐待、学校へ突飛な要求をするなど、心配な親が増えていると言われています。しか

し、そのような人たちへのアプローチは PTAではなく、なにか別の方法があるのではない

でしょうか。

　PTA は、任意団体であり、会員のボランティアで運営されるものです。平成 22 年 2 月

11 日 ( 木 ) に横浜で行われたシンポジウムで、作家の川端裕人氏が「強制のあるところにボ

ランティアの花は咲かない」と発言されました。わたしたちPTA問題を重要視する一般市民・

有志は、次世代の為にねじれた現状を是正したいと切望しています。このために、以下の事

柄を請願するものであります。

　なお、この署名は、直筆で集めるため法的な請願書となること、内閣府大臣官房室総務課

から平成 22年 3月 23日頃に確認が取れました。

請 願 事 項 
1.   PTA は、自由意志により入退会可能な任意団体であるとの周知を徹底すること 

2.  規約に入退会規定を明記するよう、キャンペーンを行うこと 

3.  PTA に参加するのは保護者の「義務」ではなく「機会」だと捉え直すこと、およびこれ

を入退会自由の規定と共に、規約に明記すること 

4.  上記〔3〕を明記した規約会則等を、PTA 入会資格者に、入会手続き前に配布すること

5.  PTA への入会に当たっては、入会資格者の意思確認を徹底して行うこと

6.  PTA 会費は、給食費・教材費等と抱き合わせ徴収をせず、単独徴収を徹底すること。また、

寄附上乗せ徴収があれば、これを廃止すること

7.  学校に通う児童生徒に保護者が PTA 会員か非会員かによる区別を設けてはならず、配布

物や行事参加の機会を含めいかなるときも一切の差別を禁じること 

8. くじ引き・ポイント制等による役職の無理強いは行わないこと。

9.  PTA から、保護者会機能、後援会機能を分離し、PTA が本来持つ社会教育関係団体とし

ての役割を果たせるよう、あるべき姿を整理すること

10. 学校予算とPTA予算の区分けを図り、収入源や使途の規範を整備し、これを公開すること 

11. 国際的に貧しい教育予算ならびに地方格差の問題が、PTA 会費寄附金等に反映している

ため、特に学校への金品の寄附については、全国の実態を把握した上でルールを明確に

すること

12. 単位ＰＴＡは教師と保護者が感じている学校教育現場の問題をとりまとめ、解決できる

ことは現場で解決し、そうでないことは教育条件の整備を教育委員会に要望していくこと

13. 日 P は、全国の PTA をとりまとめている公益法人であることを自覚し、保護者の苦悩

や問題を単位 PTA の問題として放置せず、法律や社会通念に照らした問題解決事例を蓄

積し、これを公開すること 

14. 日 P は、その収入源や使途を明らかにした財務諸表を公開すること 

15. 日 P は、会長その他、人事決定の会議の議事録を公開すること 

16. 日 P、全高 Pの法人形態を、会費収入を経営基盤とする社団法人から、基本財産を経営

基盤とし運用財産で事業を運営する財団法人に変更すること

参考法規等： 　・社会教育法
 　・教育基本法
 　・憲法
 　・小学校「父母と先生の会」(PTA）第二次参考規約、補足
 　・義務教育費国庫負担法
 　・義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律
 　・地方財政法施行令
 　・学校教育法
 　・義務教育における私費負担の解消について
 　　（ 昭和 42年 03月 13日 教総庶発第 148 号）
 　・消費者契約法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

内閣府、文部科学省 御中
素晴らしい PTA と修羅場らしい PTA（Think! PTA!）署名チーム 

ご　住　所 ご　芳　名 印鑑

user
署名活動を終了しています



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


